
 

 

豊中の「ヒメボタル保全運動」講演会 

豊中のヒメボタルは、どのようにして守られたか！ 

 

大阪府豊中市には、市民と行政の協働により保全されているヒメボタルの育成地があり

ます。そこが市民の運動によりいかに保全され、行政がどのように関与したのか。 

長年市民としてヒメボタル保護運動に携わってこられた那須野素子さん、そして行政が

保全のために使用した「都市緑地法」について大阪府立大学教授 藤原宣夫さんに、お話

を聞かせていただきます。 

 

◆那須野 素子（豊中ヒメボタルを守る会） 

・・・「豊中のヒメボタルは、どのようにして守られたか」 

◆藤原 宣夫（大阪府立大学教授・大阪自然環境保全協会理事） 

・・・「都市緑地法で都市のみどりは守れるのか？」 

 

開催日時：9月 7日（水）19：00～21：00  参加費：300 円  定員：50 名（先着順） 

開催場所：エートス・ステーション・大阪市北区西天満 3-14-16 西天満パークビル 3号館 1階 

堺筋線・谷町線「南森町駅」下車 徒歩約 6分 

JR「北新地駅」下車 1 番出口から徒歩約 10 分（下記 map 参照） 

 

参加申し込み： 

参加者氏名、年齢、電話番号、住所、メールアドレスをご記入の上、 

shizenkankyoulow@gmail.com もしくは下記 FAX にてご連絡ください。  

＊会場が手狭です。必ず事前申し込みをお願いします。 

 

お問い合わせ： 

公益社団法人大阪自然環境保全協会（自然環境と法律勉強会） 

大阪市北区天神橋 1-9-13 ハイム天神橋 202 

TEL：090-8126-5160（金谷） 

FAX：06-6881-8103 

 

 

主催： 

公益社団法人大阪自然環境保全協会

（自然環境と法律勉強会） 


